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古 川 行 人
AuxFel_3合金について,Mbsbauer吸収スペクトルを測定し,その結果から内部磁場分布
を求めた｡M6ssbauer効果により測定される内部磁場H in.は
H int-Hcp+HcEP
と書かれる｡ここでEcpは吸収をおこす原子自身の磁気モーメントからの内部磁場-の寄与で
あり,tHcEPは他の磁気モーメントからの伝導電子を媒介とするeffectivefieldh からの寄与
である.Hcpは内部磁場の濃度依存性より定めることができるので Mdssbauer吸収スペクト
ルよりkの分布を求めることができる｡
一方,MookerjeeとRoyはAuFe系に対してkの分布を与える理論を発表している｡ 測定
より得られたkの分布と彼らの理論を比較すると,spin Glass領域では両者は良い一致を示す
が, ReentrantSpinGlass領域では両者は異なっていることがわかった｡
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